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諮問事項１ 2040年以降の社会を見据えた高等教育
が目指すべき姿

グランドデザイン答申で示された高等教育の目指すべき姿を前提としつつ、
同答申以降の社会的、経済的変化を踏まえ、これからの時代を担う人材
に必要とされる資質・能力の育成に向け、高等教育機関に関して今後更
に取り組むべき具体的方策について検討。
その際、成長分野をけん引する人材の育成や大学院教育の改革、社会
人や留学生等の受入れによる「多様な価値観が集まるキャンパス」の重要
性に留意。

【本発表での検討事項】
1. これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
2. 今後取り組むべき具体的方策： 多様な価値観が集まるキャンパスの

重要性に留意して
3. 大学間連携による教育・研究強化が拓く就学の機会
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アウトライン

1. これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
① グランドデザイン（平成30年）とその後の政策展開概略の確認
② グランドデザイン後の社会的、経済的変化
③ 大卒に求められる資質と技能：国際比較研究から得た示唆
２．今後取り組むべき具体的方策：

「多様な価値観が集まるキャンパス」の重要性に留意して
① 学習機会と内容、期待される成果の明示
② 大学による自律的情報発信
③ 学習機会と内容、成果の明示・発信と就学者の拡大
３．大学間連携による教育・研究強化が拓く就学の機会

（１と２の延長線上にある大学間連携による教育・研究の高度化）
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１．これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
① グランドデザインとその後の政策的進展の確認

Ⅰ．2040年の展望と高等教育が目指すべき姿
… 学修者本位の教育への転換…

Ⅱ．教育研究体制 … 多様性と柔軟性の確保 …
Ⅲ．教育の質の保証と情報公表 … 「学び」の質保証の再構築…
Ⅳ．18歳人口の減少を踏まえた高等教育機関の規模や地域配置

… あらゆる世代が学ぶ「知の基盤」 …
Ⅴ．各高等教育機関の役割等…多様な機関による多様な教育の提供 …

【高等教育の在り方に関する特別部会 参考資料集】から抜粋

平成31年 専門職大学・専門職短期大学の制度化
令和2年 「教学マネジメント指針」（中央教育審議会大学分科会）

 高等教育の修学支援新制度の開始
令和4年 大学設置基準等の改正（専任教員の見直し、特例制度の新設等）

平成30年
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１．これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
② グランドデザイン後の社会的、経済的変化

少子化の進行 ➣ 高等教育機関進学者の減少（参： 高等教育の
在り方に関する特別部会 参考データ集 ）
新型コロナ感染症拡大を契機とした遠隔教育の急速な普及
国際情勢の不安定化にともなう留学・研究交流、大学間連携難航の一
方で問われる国際コミュニケーション力
経済格差の拡大と教育格差の顕在化
就労者の流動化
 転職の増加 ⇔ メンバーシップ型雇用からジョブ型雇用への転換
 新卒一括採用・終身雇用制度の見直し： 「就社」から「就職」へ
 ヴァーチャルモビリティーの増大：場所にとらわれない学びと仕事

（例：Digital Nomadic Worker）
生成AIの急速な発展と普及にみられる急速な技術革新
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１．これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
③ 国際比較研究から得た示唆

必要とされる資質・能力を明らかにしようとした試み：
「大卒に求められる資質と技能の国際比較調査」

背景： 1990年頃よりOECD各国を中心に高等教育にもとめられた「何
を教えるか」から「何が身に付いたのか（学修成果）」への転換
「何が身に付けばよいのか」を明らかにしてそこに到達できるようカリキュラム
と科目を組み立てていく（例：Rubrics、Tuning、参照基準）
調査の枠組み： Tuning Pilot を基礎枠組みとし、「何が身に付けばよ
いのか」＝大卒に求められる資質と技能（コンピテンス）」を、大学のス
テークホルダーである学生、教員、卒業生、企業等雇用者に尋ねる質問
紙調査を実施（汎用と専門分野別に設計）EUの結果と統合分析
日本： 2012年に文部科学省の支援の下に設置された「教育改革推進
懇話会（旧７帝大と東工、筑波、早稲田、慶應義塾、一橋）に置かれ
た「チューニング・ワーキング」によって2014年から3回にわたって実施
EU： 2000年にボローニャプロセスの一環としてデュウスト大学とフローニン
ゲン大学を中心に15大学からなるチューニングパイロットスタディーの第四
バージョン（EU-IV;2008)
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１．これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
③ 国際比較研究から得た示唆

有効回答者数

教員、学生、卒業生、企業に対して大学で習得することが期待される資
質・能力（コンピテンス）について4点尺度で答えてもらう。国際比較分析
では、汎用、歴史、物理、化学を対象（汎用リストを巻末に添付）
日本のみの結果（汎用）

教員 学生 卒業生 企業
日本 586 2767 817 473
EU 2041 1948 2219 879

教員 学生 卒業生 企業 全対象者
教員 1
学生 .937** 1
卒業生 .727** .860** 1
企業 .499** .645** .893** 1

全対象者 .858** .847** .962** .947** 1
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１．これからの時代を担う人材に必要とされる資質・能力
③ 国際比較研究から得た示唆

必要であるとされる資質・能力はステークホルダー間で有意に異なる。
地域間で必要な資質・能力の認識が共有されているわけではない。地域
が増えれば一層見極めが困難になるだろうことから、ニーズを一般化して
「応答性」を満たすことで大学の価値を打ち出すことは容易ではない。
一方で、学修者本位の視点から学習の機会と内容を明示し大学がその
情報を自律的に発信していくことは、昨今の社会的・経済的変化を鑑みる
と一層重要になるだろう。

 
 
 
 

EU 

日本 

  教員 学生 卒業生 企業 全員 

教員 .837** .725** .473** .204 .596** 

学生 .769** .741** .584** .364* .670** 

卒業生 .752** .750** .649** .420* .700** 

企業 .656** .700** .713** .563** .726** 

全員 .817** .769** .595** .349 .683** 

 
 

日本とEUのステークホルダー間の相関
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【社会的経済的変化（P5）への対応】
高等教育機関進学者の減少 ⇒大学就学人口の拡大
遠隔教育の急速な普及 ⇒広域に向けた学習の機会と内容の明示
留学・研究交流不安定化の一方で問われる国際コミュニケーション力

⇒国際的認知と需要を掘り起こす学習機会と内容の説明
経済格差の拡大と教育格差 ⇒ 修学支援新制度の導入（参：特別部
会 参考資料集 P114～118）＋ 進学を逸した社会人の復学
就労者の流動化（転職、ジョブ型雇用、Nomad）

⇒学習内容と期待される成果にもとづく、
単位互換・累積、ディプロマサプリメント等の整備・運用

⇒流動化に対応し流動性を支える大学間連携
生成AIの急速な発展と普及をはじめとする急速な技術革新

⇒異分野間連携と継続的学びなおしの場の提供
⇒情報収集・伝達とは異次元の個別大学の特色強化

２．今後取り組むべき具体的方策：
多様な価値観が集まるキャンパスの重要性に留意して
① 学習機会と内容、期待される成果の明示
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２．今後取り組むべき具体的方策：
多様な価値観が集まるキャンパスの重要性に留意して
② 大学による自律的情報発信

個別大学の理念と目的に基づき「何をどのように学ぶことができ、身に付け
ることができるのか、あるいは身に付けてほしいのか」を自律的に発信。
この工程において、例えばTuning Projectでは、大学は企業をはじめとす
る雇用主や産業の代表に「Consult」をするがその関係性は、意見交換
から協働まで多様である。
自律的であることによって、各大学独自の文化やアイデンティティーを維持
強化し、他の教育機関との差別化が容易になる。
大学連携の在り方は大学によって大きく異なる（地域内連携、国際連携、
領域間連携、領域内連携等々）ため独自のアプローチを組み立てていか
なくてはならい。
教学連携であっても運営の観点が伴うために、日本で展開されている教
学IRは、本来のInstitutional Researchへ、そしてInter-
institutional Researchへと転換することが問われる。
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２．今後取り組むべき具体的方策：
多様な価値観が集まるキャンパスの重要性に留意して
② 大学による自律的情報発信

【学生の声から】
人文・社会科学を専攻する学生を対象に、「将来上位の学位（修士、
博士など）の学位取得のために大学で学ぶ予定あるいは希望はあるか」
尋ねたところ、「ある」が92名（28%）、「ない」が237名（72%）であっ
た。
その理由に関する自由記述を解析したところ、情報不足が指摘される傾
向があり、たとえば 「上位学位をとるということに対する知識が少ない
（はっきり理解できていない）」 、「修士や博士を取ることによって何を得
ることができるのかわからない」、「自分の研究したいと思えるような学問に
出会っていないまたはよく知らない」などの声があがった。
また、人社系の院進学は「研究者の道を歩むということを意味しているとい
うイメージ」、「日本で研究者として成功できるのはほんの一握り」、「文系
の大学院での勉強が就職に役に立つのか」など、博士号取得者＝研究
者＝就職難という認識がある。海外の状況等を参考に博士取得者の多
様な進路を把握することが有用ではないか。
⇒ 選択には情報が必要であり、具体的な情報に基づく行動選択は確か
な成果を生む。 11



何をどのように学び
身に付けることができるのかを

明らかにして示す
・学習者と社会に説明
をして関心をつのる
・比較可能性と互換性
の確立

縦：学士⇒修士⇒博士課
程の体系化と連続性の確保
⇒上位学位進学者の増加

横： 転学、編入、復学を
柔軟にして促進する
⇒学び直し、留学等の増加

流動需要がもたらす領域・地域
両面における学習者の増大
⇒ 大学間連携を活かした特
色の再認識と強化

複層的流動基盤

２．今後取り組むべき具体的方策：
多様な価値観が集まるキャンパスの重要性に留意して
③ 学習機会と内容、成果の明示・発信と就学者の拡大

多様な価値観に応える
就学機会の拡大
専門から教養、

オンラインからフィールド、
資格から学位まで

通
用
性
あ
る

単
位
互
換
・
累
積
、

デ
ィ
プ
ロ
マ
サ
プ

リ
メ
ン
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３．大学間連携による教育・研究強化が拓く就学の機会
（１と2の延長線上にある大学間連携と教育・研究の高度化）

Agriculture

HumanityEngineering

Humanity

Agriculture

Engineering

Agriculture

EngineeringHumanity

【比較優位性に基づく水平的連携】
➣各組織（分野）の強みを生かした相互連携
➣補完性に基づく教育と就学機会の拡充
➣多面的ニーズへの対応
例： Aix-Marseille University(France), “Stockholm Trio” 
Karolinska Institute, Stockholm University, and KTH 
Royal Institute of Technology(Sweden) ”Students First” 
initiative by CSCU system (US) 

Humanity

EngineeringAgriculture

AgricultureEngineering

【競争優位性に基づく垂直的連携】
➣共同研究の推進により特定分野の学術
的専門性を極める
➣国家間連携による国際競争力の向上
➣卓越した教育と就学機会の提供
例： Neurotech EU; the European University of 
Brain and Technology, University of Manchester 
(UK Victoria University of Manchester and the 
University of Manchester Institute of Science and 
Technology) , 4EU+ Alliance (EU) 13
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汎用コンピテンスリスト

【参考資料】
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コンピテンス重要度認識上位５位の回答者グループ別日欧比較
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